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今号では、『事務職員』の資質向上に向けた研鑽の様子や『学校事務の共同実施組織』の適正・効率的な事務執行に
向けた動きの一端についてご紹介します。 
編集・発行の都合上、暦を少々遡っての掲載となりますことをご了承願います。 

 

                      

◇講話「学校経営において事務職員に期待すること」 
    県南教育事務所 所長 佐藤 孝之 
  ○学校と事務職員を巡る動向・施策 
  ○県南教育事務所における諸課題の共有 
 
◇講義「定年延長の制度について」 

講師：県教育委員会事務局 教職員課給与制度担当 主任主査 觸澤 篤司   
  ○定年延長制度の概要について、講義いただきました。 
    ○大きく制度が変わるため、研修に取り入れたものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

◎当管内では、学校事務の共同実施組織の活動のみならず、事務職員一人ひとりが、日々資質向上に励んでいる
様子が様々な場面を通じて見受けられます。県南教育事務所では、今後も学校事務の共同実施の適正かつ円滑
な推進と事務職員の皆さんのより一層の資質向上を支援してまいります。 

受講者 
の声 

◯県内及び県南教育事務所管内の教育に関わる諸課題

について確認できた。 

◯諸課題や、その他の人事関係の情報等、数字をあげて

の説明だったのでわかりやすく、実感としてとらえる

ことが出来た。 

共同実施組織訪問 

10 月 25 日を皮切りに 12 月６日まで、奥州市と
金ケ崎町を対象地区として学校事務共同実施組織
の訪問指導を実施しました。 
今年度は、実施方法を見直し、超過勤務手当関係

の書類も確認しました。 
 

 

 

 

 

⦿いずれの組織も概ね適正に事務処理されており良

好な状況 

共同実施組織総括等研修会 
（R5.6.6/一関合庁） 

管内 13 の共同実施グループの総括・副総括の職にあ
る 26 名を対象として実施、『共同実施組織の充実・活性
化』に係る諸課題についてグループ毎に検討・協議を行
いました。 
 

 
 
⦿参加者は、諸問題解決に向けて、他組織との交流を通
じ協議課題解決のヒントを探ろうと活発な意見交換を
行っていました。 

学校事務の共同実施 ～適正・効率的な事務執行に向けて～ 

 奥州第一、奥州第二、 

奥州第三、奥州第四、 

金ケ崎町 
 

対象 
５組織 

管内小中学校事務職員研修会 （R５.9.13/江刺総合支所） 

 

○タイムリーな内容で参考になった。 
○関心の高い内容だったので、今回取り上げていた
だいてありがたかった。 
○通知ではわかりにくかった点を理解することが
出来た。 

○ケースバイケースでとても複雑でした。 
○内容が複雑であったため、もう少し時間をかけて
詳しく聞きたかった。 
○学校でも職員から聞かれることが多くなってき
ているので、詳しい資料をいただけて良かった。 

グループリーダーの在り方 
             （実践事例の交流等） 

協 
議 

受講者 
の声 

管内初任学校事務職員研修会①～③ 

第１回（R5.6.13） 事務所研修 
〇学校事務職員に期待すること、給与、旅費事務の概要及び演習 

  第２回（R5.8.25） 事務所研修 
〇諸手当演習、旅行命令票作成演習 
社会保険・共済組合、会計年度任用職員に関する事務 

第３回（R5.10.11） 事務所研修 
   ○給与費調査、旅費所要額調査、住民税に関する事務、討議研修 

 

◯事務職員がどういった業務に携わり、何を求めら

れているかを再認識できた。 

◯討議研修では、話を聞くことでその人の雰囲気や

人となりが少し見えて「こういう感じの人だった

んだなぁ」とちょっと嬉しくなった。これからも

繋がって協力していけたらいいなぁと思った。 

◯普段交流する機会がないので良かった。 

◯演習が多く参考になって良かった。 

受講者 
の声 


